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誠之館教諭（地理・歴史） 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：明治２６年（１８９３年）２月９日、岡山県浅口郡六條院村（現岡山県浅口市鴨方町六条院中）生まれ 

没：昭和５８年（１９８３年）３月、享年９１歳 

明治４５年（１９１２年）３月２４日 １９歳 岡山師範学校本科第一部卒業 

明治４５年（１９１２年）３月３１日 １９歳 岡山県浅口郡六條院尋常高等小学校訓導 

大正８年（１９１９年）３月３１日 ２６歳 岡山県浅口郡里見尋常高等小学校訓導 

大正９年（１９２０年）４月３０日 ２７歳 （兼）岡山県浅口郡里見尋常高等小学校附設農業補習学校訓導 

大正１１年（１９２２年）３月３１日 ２９歳 岡山県浅口郡鴨方東尋常高等小学校訓導 

大正１１年（１９２２年）４月３０日 ２９歳 （兼）岡山県浅口郡鴨方東実業補習学校助教諭 

大正１３年（１９２４年）４月１６日～ 

 昭和２７年（１９５２年）３月３１日 

３１～ 

５９歳 
広島県立福山中学校（誠之館）教諭 

昭和１２年（１９３７年）８月２日 ４３歳 叙従七位 

昭和１４年（１９３９年）７月１５日 ４５歳 叙正七位 

昭和１７年（１９４２年）４月１５日 ４８歳 叙従六位 

昭和１９年（１９４４年）６月１３日 ５０歳 叙勲六等瑞宝章 

昭和２７年（１９５２年）４月２日～ 

 昭和２８年（１９５３年）３月３１日 

５９～ 

６０歳 
広島県福山東高等学校（誠之館）専任講師 

 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

明治２６年（１８９３年）２月９日、岡山県浅口郡六條院村大字六條院中（現岡山県浅口市鴨方

町六条院中）生まれ。 

 

明治４５年（１９１２年）３月２４日、岡山師範学校卒業。 

 

ただちに岡山県内の学校に奉職の後、大正１３年（１９２４年）４月１６日に福山中学校（誠之

館）教諭となり、昭和２８年（１９５３年）３月３１日まで２９年間にわたって勤めた。 



 

始業の鐘が鳴るや否やすぐに教壇に立つことから、生徒に火事場に駆けつける「ホンプ」と慕

われた。長年にわたって舎監を兼務した。 

 

昭和５８年（１９８３年）３月没、享年９１歳。 

 

「思いで」「思いで」「思いで」「思いで」            花田秀太花田秀太花田秀太花田秀太 

大正から昭和にかけて、福山中学校から福山誠之館高等学校に至るまで幾度も校名の変更

があり、制度の変りもあった頃、私は三十年間勤務しました。 

大方の先輩は亡くなられて、生き残りの一人となりましたので、古い記憶を思い出して見たい

と思います。 

 

大正の頃には狭い運動場が囲の外にあって、市民が自由に通行していました。寄宿舎が校

外にも二ヶ所あって、深安、沼隈、神石、豊田の各郡はもとより、愛媛県の島々、岡山県の方

からも舎生が居て、相当賑やかでした。 

通学生は深安、沼隈が大部分で、バスも無く福塩線もなく自転車で通う者もありません。皆徒

歩で、中には十キロ以上も通っていました。 

 

山陽線を利用する汽車通学生は下りは三原糸崎、尾道、松永、上りは笠岡を中心とした各駅

から通っていました。 

私も鴨方駅から毎日三十二キロの通勤を続けました。 

福山駅で下車すると、福島紡績の間の狭い道路を通って、十回も曲り曲って霞町の旧校舎に

着くと、三吉町の校舎に記念として移転せられた玄関を土足で上って職員室に入りました。 

此の玄関は其の昔、我々庶民には到底足を入れる事の出来なかった由緒あるものでした。 

 

当時は福山中学校の生徒である事は大変な誇りでありました。 

校則も厳しく、カンニングや窃盗は当然の事ながら、頭髪や服装もやかましく、女学生と交際

する事も話をする事さえも禁じられていました。 

汽車通学生は男子は前部、女子は後部と区別していました。 

今から考えるとおかしな事です。 

 

校舎が三吉町の師範学校の跡に移転して、運動場は広くなりましたが、戦時中生徒は因島、

向島、三菱等へ学徒動員として狩り出され、運動する事も出来なくなり、一時職員が芋や小麦

を作っていました。 

 

今から考えると夢のようです。 

現在の所に移って設備も整い、立派になりましたが、昔を考えるとなつかしい気が一ぱいで

す。   （出典３） 
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